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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

実習企業・機関 酒田市役所 健康福祉部福祉課 

実習期間 平成 30 年 8 月 27 日 ～ 平成 30 年 8 月 31 日 

学生氏名 阿部 里咲 

実習プログラム 1 日目(8/27) 地域福祉係 

午前：福祉課、地域福祉係の業務概要 

   災害時要援護者支援の台帳整理 

午後：敬老寿賀事業の補助 

 

2 日目(8/28) 発達支援室 

午前：発達支援室の業務概要 

   発達障がいについての説明、演習 

   障がい児の福祉サービス、特別児童扶養などについての説明 

午後：事務仕事の補助 

 

3 日目(8/29) 障がい福祉係 

午前：障がい福祉係の業務概要 

   ケースワーカーさんの会議同席 

   障がい福祉サービス利用の流れの説明 

午後：障がい者関連施設訪問の同行 

 

4 日目(8/30) 福祉援護係 

午前：福祉援護係の業務概要 

   生活保護制度、ケースワーカーの仕事についての説明 

   ケース記録の閲覧 

午後：ケース訪問の同行 

 

5 日目(8/31) 酒田市社会福祉協議会 

午前：地域支え合い活動についての説明 

   松陵学区 地域支え合い活動の運営委員会の会議同席 

午後：サポーター会議の進め方の提案(グループワーク) 

   酒田市社会福祉協議会の事業概要、市との関係・連携についての説明 



学び・気づき 

（300 字程度） 

 実習中は、挨拶はもちろん、正しい敬語を使うこと、毎日担当の職員さん

が変わっていたので、名刺交換を欠かさず行った。また、会議同席と施設訪

問の機会があったので、身だしなみも意識した。これらのことによって、「社

会人としてのマナー」を最低限は身につけることができたのではないかと思

う。 

 実習前と後で公務員の印象がかなり変わった。実習前は、公務員の仕事は

デスクワークで、毎日同じ仕事をしているイメージを持っていた。しかし、5

日間福祉課さんでインターンシップさせていただく中で、福祉課さんでは、

デスクワークのほかに、相談者や支援している方と面談したり、敬老寿賀事

業で外回りに行ったり、定期的に障がい者関連施設を訪問したりなど、様々

な内容の仕事があるように感じた。「毎日違った仕事内容で大変だけど、それ

がやりがいで、公務員という仕事の魅力だと思う」、「色々な内容の仕事があ

って飽きない」といった、公務員の魅力についてのお話を職員さんから聞く

ことができた。 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

 今回インターンシップを通して、ますます、酒田市役所に就職して自分の

地元である酒田のために働きたいと強く思うようになった。今からでも酒田

のためにできることはたくさんあると思うので、自分から行動を起こしてい

きたいと思う。さらに、公務員試験の勉強へのモチベーションも高まったよ

うに感じている。もし、勉強していてつらくなったときには、今回のインタ

ーンシップで学んだことを思い出して、途中で投げ出したりせずに、進路実

現のために頑張っていきたい。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

 実習中で、分からないことがあったら分かりやすく教えていただいたのに加え

て、困っていたらすぐに声をかけてくれて、とてもやさしい方たちばかりでした。 

 仕事中は、職員さん同士意見を交わしながら、仕事関係の話をしながら仕事を

進めていて、より良いものにするために、とても熱心であり、かっこよかったで

す。なにより、市民との距離が近く、市民第一に考えていることが印象的でした。 

写真（1～3 点）  
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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

実習企業・機関 酒田市役所健康福祉部福祉課 

実習期間 平成 30 年 8 月 27 日 ～ 平成 30 年 8 月 31 日 

学生氏名 菅野友樹 

実習プログラム  

   日に

ち 

午前 午後 

27 日

(月) 

(担当係:地域福祉係)福祉課の業務

概要、地域福祉係の業務概要、台

帳の廃止者抜き取り 

(担当係:地域福祉係)賀詞・米寿の配

達、訪問 

28 日

(火) 

(担当係:発達支援室)発達支援室の

業務概要 

(担当係 :発達支援室 )書類の仕分

け・コピー 

29 日

(水) 

(担当係:障がい福祉係)障がい福祉

係の業務概要 

(担当係:障がい福祉係)障がい者施

設訪問・体験 

30 日

(木) 

(担当係:福祉援護係)福祉援護係の

業務(生活保護制度)概要 

(担当係:福祉援護係)ケース訪問同

行 

31 日

(金) 

(担当者:社会福祉協議会)地域支え

合い活動推進事業についての説

(担当者:社会福祉協議会)酒田市社

会福祉協議会の事業概要・計画の説

学び・気づき 

（300 字程度） 

  今回のインターンシップでは主に社会人で必要になるコミュニケーションスキ

ルを学んだ。職員に同行して住民家庭や障がい者福祉施設に訪問した際に、職員

の方は相手の気持ちを考慮して会話をしていた。その会話はとても雰囲気が良く、

内容も発展していて気持ちの良い会話であった。相手もとても気分が良さそうで

あった。私は相手の心情を考慮して会話をすることで、とても雰囲気が良くなり、

お互いに気持ち良く会話ができることを学んだ。また、ケースワーカーに同行し

て生活保護需給者の家庭に訪問した際にも同じように会話をしていて、信頼関係

を築くためにも必要であると学んだ。 

  またコミュニケーションスキル以外にも社会人としてのマナーや公務員として

市民を思い遣ることが大切であるということも学んだ。 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

  今回のインターンシップではコミュニケーションをする際に大切な要素につい

て学んできたが、そのコミュニケーションを実践する機会が少なかった。なので、

今後の生活で積極的にそのコミュニケーションスキルを意識して会話をしていき

たい。友人や講師、アルバイト先などでそのような会話を実践することによって、

インターンシップで学んだコミュニケーションスキルを身につけていきたい。ま

た、身につけたコミュニケーションスキルを将来の職場で活かしていきたい。 



インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

  酒田市役所で職場体験してみて気づいた実習先の魅力は、市役所の仕組みにつ

いて詳しく学ぶことができることである。実習プログラム(上記に示されている

表)に記述してとおり、午前中を主に健康福祉部福祉課に所属している各係が市民

に対してどのように対応し、またサービスを提供しているのかを説明を受けた。

公務員を目指している人にとっては職場先を知る良い機会であろう。また、酒田

市役所(健康福祉部福祉課)で職場体験をすることによって、障がい者施設の訪問

や、ケースワーカーに同行して実際に生活保護需給者の家庭に訪問するという貴

重な体験をすることができる。酒田市役所で職場体験をすることで行政ならでは

の体験をすることができる。 

写真（1～3 点） 酒田市役所のカフェレストラ

ンで売られている弁当 
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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

 実習企業・機関 酒田市役所 地域創生部交流観光課 

実習期間 平成 30 年 8 月 20 日 ～ 平成 30 年 8 月 24 日 

学生氏名 紺野公美子 

実習プログラム 8 月 20 日 庁舎案内・事前研修 

      観光連絡会議 

      現地見学（相馬楼、本間美術館） 

8 月 21 日 酒田観光マップモデルコース作成 

      芸工大プレゼン 

      オリ・パラ、おもてなし会議 

8 月 22 日 FM 番組企画編集委員会 

      北前船日本遺産推進協議会幹事市会 

8 月 23 日 現地見学（日和山公園、海向寺、山居倉庫） 

      酒田駅前地区第一種市街地再開発会議 

8 月 24 日 酒田観光マップモデルコースプレゼン 

      ガイドブック＆動画撮影取材アテンド（山王くらぶ、土門拳記念館） 

学び・気づき 

（300 字程度） 

私は今回のインターンシップを通して、酒田市の魅力とそれに関わる人々の思い

や活動についてより深く学ぶことができました。相馬楼や本間美術館など様々な

観光地を巡って酒田の魅力を再確認し、もっとその良さを自分なりに伝えていき

たいと感じました。街を活性化させるのはとても大変なことで、交通や経済面、

様々なことを考慮しなければなりません。話し合いの場に参加させていただいた

際、日々考えること、そして自分なりの考えを深めていくことが重要なのだと改

めて感じました。 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

今回酒田交通や北前船協会など様々な方と酒田の観光街づくりについてお話をさ

せていただくことがありました。やはり、考えていることをそっくりそのまま相

手に理解してもらうことは容易なことではありません。だから、他人の意見を聞

き、取り入れながらも、考えを自分なりに整理しておくことが大切なのだと改め

て考えさせられました。 

今回学んだ社会人として人と関わり、仕事をするという難しさを今後の自分の活

動に活かすとともに、酒田市の魅力や課題点を自分なりに考えて発信し、行動で

きる人になりたいと思います。 



インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

酒田市役所で実習をさせていただいて、どの課の方々も定期的に集まって酒田市

を良くしようと協議を重ねているのがとても素晴らしいと感じました。仕事内容

も所属部署も違うけれど、街を発展させたいという共通の思いを強く感じること

ができました。今回、公務員という仕事を深く知りたいと思い、インターンシッ

プをさせていただきましたが、街や人々の暮らしをより良くするために、市民に

寄り添った形で日々サポートしているのだと実習を通して学ぶことができまし

た。 

写真（1～3 点） 
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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。

実習企業・機関 酒田市役所　地域創生部　商工港湾課

実習期間 平成　　30　年　　8　月　29　　日　～　平成　　30　年　9　　月　　2　日

学生氏名 武澤　拓

実習プログラム 1日目　商工港湾課の概要説明　産業復興まちづくりセンター（サンロク）訪問

　　　　バス再編案アンケート集計

2日目　バス再編案アンケート集計、聞き取り調査

3日目　バス再編案アンケート集計、聞き取り調査

4日目　酒田ビッグビーチフェスタ 2018　準備

5日目　酒田ビッグビーチフェスタ 2018　準備　運営

学び・気づき

（300字程度）

今回の実習を通じて、いかに市役所が地域の人々と密接に関係して業務を行って

いるか学びました。バスの再編案では利用者の方のアンケートや実際の聞き取り

調査を通じて、利用者の賛成意見や反対意見をもとに再編案を考えることや、酒

田ビッグビーチフェスタを通じて、地域の方や関連機関の方達とイベントを盛り

上げ、地域を発展させるなど市役所は市役所内だけでなく市民の人々と地域を創

りあげることの重要性について気づくことができたと思います。



今後に向けた

抱負

（200字程度）

実習を行い、学生ではなく社会人の視点として、行動することが経験できたと思

います。特に、バスの聞き取り調査や酒田ビッグビーチフェスタでは市役所以外

の方と関わることが多く、商工港湾課のネームプレートをつけていることもあり、

自覚もって丁寧な対応と礼儀について意識して努めました。実習から今後の将来

の進路の参考にしていきたいと思います。

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅

力

（300字）

インターンシップをさせて頂いた中で、商工港湾課では事前に学習していた業務

内容に比べてより幅広い分野で活動を行っていることを学ばせて頂きました。特

に商工港湾課では地域の方と関わる様な業務内容が多く、地域を支える重要な立

場であるように感じました。

また、実習において学んだことは実習プログラムだけでなく、商工港湾課の担当

者の方々に進路についての相談やアドバイスを快く受けて頂いたことが大変印象

に残っています。実習における疑問点についても暖かく丁寧に対応して頂き大変

感謝をしています。

写真（1～3点）


